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安心のネットワークボリューム満点の
シカ肉ハンバーガー
（写真：I ma art＋cafe 提供）

目をひかれる
シカの角を使った作品
（写真：I ma art＋cafe 提供）（展示は不定期）

開発に３カ月以上かかったシカ肉カレー
（写真：I ma art＋cafe 提供）

I ma art＋cafeのスタッフ
貴詠さん（左）と大橋理恵さん（右）

（ご紹介は13ページ）

アイマ  アートカフェ

NOSAI ノンちゃん



　
青
色
申
告
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
収
入
保
険
制
度
な
ど
の
農
業
経
営
を
安
定
さ
せ
る

施
策
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
色
申
告
は
税
制

上
の
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
く
、
大
幅
な
節
税
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
白
色
申
告
か
ら
青
色
申
告
へ
切
り
替
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年

１
月
に
青
色
申
告
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
３
月
１7
日
ま
で
に
「
所
得
税
の
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
税
務
署
へ
提
出

す
る
こ
と
で
、
令
和
７
年
分
か
ら
青
色
申
告
が
始
め
ら
れ
ま
す
。
収
入
保
険
は
青
色
申
告

を
始
め
た
翌
年
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

　
青
色
申
告
や
収
入
保
険
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
セ
ミ
ナ
ー
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

青
色
申
告
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

　  〜
青
色
申
告
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ
〜

北部支所　事務所移転のお知らせ

馬車道 加納町

滋賀近
交運輸

長
浜
イ
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ン
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長浜店
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コ
ン
ビ
ニ

ブリヂストン
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願浄寺

長
浜
IC
入
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北
陸
自
動
車
道
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至敦賀

至米原

　北部支所（長浜市五村169番地）は、昭和60
年3月に（旧）東浅井農業共済組合が設立されて
以来、長年にわたり皆様にご愛顧いただいてお
りましたが、建物の老朽化により令和7年3月
31日をもって事務所を移転させていただきま
す。これまでのご厚情に感謝申し上げます。
　令和7年4月1日より長浜市加納町658-1（右
記地図参照）の新事務所にて業務を行うことと
なります。これまで同様、組合運営にご理解ご
協力を賜わりますようお願い申し上げます。

セミナー開催日程
開催日（令和7年） 開催場所

1月18日（土） サントピア水口
（勤労青少年ホーム）

1月19日（日） NOSAI滋賀　東部支所

1月23日（木） NOSAI滋賀　南部支所

1月24日（金） NOSAI滋賀　高島出張所

1月25日（土） さざなみタウン
（長浜まちづくりセンター）

開催時間は、各会場ともに午前９時３０分からです。

参加
無料

●
収
入
保
険
の
し
く
み

●
税
理
士
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

　•

青
色
申
告
の
概
要

　•

農
業
と
消
費
税

　•

メ
リ
ッ
ト
・
特
典
　
な
ど

　
　
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
講

　
　
演
い
た
だ
き
ま
す
。

●
帳
簿
診
断

　
　
現
在
作
成
の
帳
簿
が
、
青

　
　
色
申
告
に
移
行
で
き
る
か

　
　
個
別
相
談
い
た
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

北部支所
（新事務所）

〒526-0804　長浜市加納町658-1
TEL.0749-51-9055（変更日：令和7年4月1日より）　FAX.0749-51-9056
フリーダイヤル：0120-509-031（フリーダイヤルは変わらずお使いいただけます。）

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

組
合
長
理
事

　山
下  

英
利

　
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新

春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
当
組
合
の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
一
年
前
、
新
年
を
祝
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
元
日
の

夕
方
、石
川
県
能
登
半
島
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の「
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
海
側
で
は
津
波
に
よ
る
被
害
も
発
生
し
、
輪

島
市
で
は
地
震
直
後
に
大
規
模
火
災
が
起
き
、〝
日
本
三
大
朝

市
〞で
有
名
な
輪
島
朝
市
通
り
の
店
舗
や
住
宅
な
ど
２
０
０
棟

以
上
が
消
失
し
ま
し
た
。「
正
月
に
な
ぜ
」
と
思
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
地
震
で
し
た
。
ま
た
、
９
月
に
は
同
じ
く
能
登

地
方
で
台
風
14
号
か
ら
変
わ
っ
た
温
帯
低
気
圧
お
よ
び
活
発

な
秋
雨
前
線
や
線
状
降
水
帯
な
ど
の
影
響
で
、
記
録
的
な
大

雨
と
な
り
２０
を
超
え
る
河
川
が
氾
濫
す
る
大
き
な
災
害
と
な

り
ま
し
た
。
地
震
に
よ
る
復
興
途
中
の
人
々
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
六
月
五
日
に
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
制

定
か
ら
四
半
世
紀
が
経
過
す
る
中
、
今
回
の
改
正
で
基
本
法
に

お
け
る
農
業
保
険
の
位
置
づ
け
は
、
従
来
ど
お
り
「
国
は
、
農

産
物
の
価
格
の
著
し
い
変
動
が
育
成
す
べ
き
農
業
経
営
に
及
ぼ
す

影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。」「
国
は
、
災
害
に
よ
っ
て
農
業
の
再
生
産
が
阻
害
さ
れ
る
こ

と
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、

災
害
に
よ
る
損
失
の
合
理
的
な
補
て
ん
そ
の
他
必
要
な
施
策
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。」
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
重
要

性
に
つい
て
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
農
業
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
「
よ
り
身
近
に
、
よ
り
丁

寧
に
、
農
家
の
も
と
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
安
定
し
た
農
業
経
営

に
向
け
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機
能
を
十
全
に
果
た
す

べ
く
、
農
家
の
皆
様
方
か
ら
信
頼
さ
れ
る
農
業
共
済
組
合
を
目

指
し
て
組
合
役
職
員
一同
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
当
組
合
は
本
年
、
建
物
の
老
朽
化
に
伴
い
、
北
部
支

所
と
南
部
支
所
の
建
て
替
え
移
転
を
行
い
ま
す
。
新
事
務
所
と

と
も
に
こ
れ
ま
で
と
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
当
組
合
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
お
願
い
い
た
し
ま
す

組
合
長
理
事 

山
下
　
英
利

副
組
合
長
理
事 

杉
本
　
忠
嗣

理
　
　
事 

仲
井
　
健
造

理
　
　
事 

竹
村
　
　
明

理
　
　
事 

今
在
家
俊
彦

理
　
　
事 

沢
　
　
晶
弘

理
　
　
事 

森
　
　
鉄
兵

理
　
　
事 

田
村
　
仁
一

理
　
　
事 

黒
川
　
善
雄

理
　
　
事 

北
川
　
滋
喜

理
　
　
事 

川
﨑
　
茂
次

理
　
　
事 

廣
嶋
　
久
平

代
表
監
事 

内
田
　
仁
一

監
　
　
事 

坂
田
　
東
作

監
　
　
事 

大
脇
　
利
博

参
　
　
事 

辻
　
　
雅
裕

ほ
か
職
員
一
同

0203



イネごま葉枯病イネごま葉枯病による「穂枯れ」

図　県内でのイネごま葉枯病発生ほ場率の推移
（滋賀県病害虫防除所調査データより）

防除
情報

イ
ネ
ご
ま
葉
枯
病
が
増
加
傾
向
で
す
！

このほかの病害虫の見分け方や最新の発生予察情報などは、
滋賀県病害虫防除所のホームページをご参照ください。 http://www.pref.shiga.lg.jp/boujo/

　
イ
ネ
ご
ま
葉
枯
病
は
、
葉
と
穂
に
発
病
し
、「
穂

枯
れ
」に
な
る
と
、
減
収
す
る
と
と
も
に
、
品
質
の

低
下
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
県
病
害
虫
防
除
所
の
調
査
で
は
、令
和
２
年
以
降
、

発
病
ほ
場
率
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す（
図
）。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
発
病
し
や
す
い
条
件
と
対
策
を

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
発
病
の
多
い
地
域
で
は
対
策

を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
発
病
し
や
す
い
条
件

　
出
穂
期
以
降
の
高
温
、
特
に
夜
温
が
高
い
と

イ
ネ
の
窒
素
代
謝
に
よ
る
栄
養
凋
落
が
急
速
に
進

ん
で
、
イ
ネ
ご
ま
葉
枯
病
に
対
す
る
抵
抗
力
が
低

下
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
出
穂
期
以
降
、
登
熟

後
期
ま
で
高
温
、
多
照
で
適
度
に
降
雨
が
あ
る
年

に
発
病
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
一
般
的
に
、
秋
落
ち
し
や
す
い
条
件（
砂
質
浅
耕

土
、
老
朽
化
水
田
、
排
水
不
良
田
等
）で
は
生
育

後
期
に
栄
養
凋
落
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
、
イ
ネ

ご
ま
葉
枯
病
に
対
す
る
抵
抗
力
が
低
下
し
、
発
病

が
著
し
く
助
長
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

イ
ネ
の
初
期
生
育
が
旺
盛
で
後
期
に
肥
料
切
れ
す

る
よ
う
な
場
合
に
も
発
病
が
助
長
さ
れ
ま
す
。

●
防
除
対
策

短
期
的
対
策 

：
毎
年
多
発
生
す
る
ほ
場
で
は
本

田
防
除
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
イ
ネ
ご
ま

葉
枯
病
に
対
す
る
温
湯
消
毒
の
効
果
は
低
い
こ
と

か
ら
、
種
子
更
新
す
る
か
、
種
子
消
毒
す
る
場
合

は
殺
菌
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

中
長
期
的
対
策
：
発
病
し
に
く
い
環
境
に
す
る
た

め
、
土
づ
く
り
、
施
肥
改
善
、
栽
培
管
理
改
善

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
中
長
期
的
対
策
は
、

短
期
的
対
策
よ
り
優
先
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
で
す
。

　
防
除
薬
剤
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
適
用
病
害
虫
、

使
用
方
法
を
確
認
し
、
収
穫
前
日
数
に
注
意
し
て

防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

記入上の注意事項

１． 印字された筆の内容に異動があるときは、該当するところを二重線で消して、その上の余白に変更後の
内容を、また、印字された筆の空白欄については該当事項を記入してください。

２．この様式の氏名と経営所得安定対策等の交付申請書の氏名は、同一にしてください。
３．電話番号欄には、日中連絡の取れるお電話番号もしくは携帯電話番号を記入してください。
４．BCPとは、自然災害等の緊急事態が発生した場合、人員、電気、水、資金等が足りなくなることが想定
される中で、どの仕事を優先して続けるか、どうやって再開するかをあらかじめ決めておく計画のこと
です。

この様式は、水稲生産実施計画書兼経営所得安定対策等の交付金に係る営農計画書と水稲共済の加入
との両方の申告書であり、市町で整備している水田台帳の基礎データとして利用します。
水稲共済に加入しない場合も必ず太枠の部分を記入してください。

水稲共済について

・ 令和７年産の引受方式等を希望する方式欄に記入してください。
　記載が無い場合は前年産引受方式等を適用します。
　 新規加入において、令和７年産の加入欄で「する」に○をされ、希望する方式欄に記載が無い場合は地
域インデックス方式、補償割合90％、一筆半損特約有を適用します。

〈選択できる引受方式〉 【主食用米】　地域インデックス方式、半相殺方式、全相殺方式、品質方式

２．引受方式等

水稲の用途 引受方式等の
選択 引受方式

補償
割合

kg当たり
共済金額
の 選 択

一筆半損
特 約
の 有 無

共済金額
選択割合

％ 第　位 ％

主食用米
（注１）

希望する方式
前年産引受方式

（注1）…加工用米、備蓄米を含む。新規需要米以外の用途のために生産される水稲。

・ 令和７年産の引受方式等を希望する方式欄に記入してください。
　記載が無い場合は前年産引受方式等を適用します。
〈選択できる引受方式〉 【飼料用米】　　　　　 ―　  　　　　半相殺方式、全相殺方式、品質方式
 【米粉用米】　地域インデックス方式、半相殺方式、全相殺方式、品質方式
※ 全相殺方式、品質方式は加入要件がありますので、詳細はNOSAIまでお問合せください。

【新規需要米を作付されている方のみ記入】

水稲の用途 引受方式等の
選択 引受方式

補償
割合

kg当たり
共済金額
の 選 択

一筆半損
特 約
の 有 無

共済金額
選択割合

％ 第　位 ％

飼料用米
希望する方式
前年産引受方式

米粉用米
希望する方式
前年産引受方式

4．BCP（事業継続計画）を策定していますか？
① している ② していない

・いずれかに○を付けてください。

１．加入申込み
水稲共済の加入

令和７年産の加入 する しない
前年産の加入状況

・ 水稲共済に加入される場合は「する」に○を、加入されない場合は「しない」に○を付けてください。
　「水稲共済の加入」欄に記入がない場合は「前年産の加入状況」と同様の内容とさせていただきます。

3.【青色申告をされている方のみ記入】収入保険の加入についてどう考えますか？
① 説明を希望する ② 検討中 ③ 考えていない

・いずれかに○を付けてください。

農業者または地区控

２枚目も押印ください

２枚目にも押印ください

合 計
筆　　 数 引 受 筆 数 水 田 面 積 作 付 面 積 生産調整面積 基準収穫量 引 受 収 量

筆 筆 ａ ａ ａ ㎏ ㎏

耕地
番号

分筆
番号

地　　名　　地　　番
※住所地と異なる場合は、市町名
　から記入してください。　　　

水　田
面　積

水　稲
作　付
面　積

生産調整
面 積

水稲作付品種名
または

作付作物名等

基準
（等級）
単収

変 更 理 由

水
稲
作
付
最
終
年

出
荷
販
売
の
有
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無

ａ ａ ａ ㎏

水稲生産確定数量 水稲作付確定面積
Ａ

水稲作付面積
Ｂ

新規需要米等作付面積
Ｃ

加工用米作付面積
Ｄ

備蓄米作付面積
Ｅ

そ の 他
Ｆ

主食用水稲作付面積
Ｇ＝Ｂ－Ｃ－Ｄ－Ｅ－Ｆ

面積判定
Ｈ＝Ａ－Ｇ

㎏ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ 可・否

対象作物 生産目標等（農業者等間調整後）記入欄
生産目標（㎏） 作付面積（㎡）

主食用米 ㎏ ㎡

畑作物の直接支払交付金（ゲタ）の営農継続支払に係る生産予定面積
対象作物 生産予定面積 対象作物 生産予定面積

麦

小　　麦 ㎡ 大　　豆 ㎡

二条大麦 ㎡ そ　　ば ㎡

六条大麦 ㎡ な た ね ㎡

はだか麦 ㎡

地域協議会等
管理コード

組 合 名

市 町 名

小 地 区 名

組合員等コード

※　 裏面の重要事項説明書を了承した上、当該様式の記載事項は事実に相違ないこと、申し込みがで
きる水稲の全てであること、及び既に事故が生じていない又はその原因が生じていないことを確
約し、提出します。

令和７年産　水稲生産実施計画書兼経営所得安定対策等の交付金に係る営農計画書兼水稲共済加入申込書兼変更届出書

住　　所

氏　　名 ㊞
電話番号 頁 ／

有

地域インデックス方式 90 1 有 ＊＊＊＊

全相殺方式 90 1 有 ＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

 

　近
年
は
、
想
定
を
超
え
る

集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
自
然

災
害
、
猛
暑
に
よ
る
品
質
低
下

な
ど
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

頻
発
す
る
災
害
に
備
え
、
水
稲

共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　水
稲
共
済
加
入
申
込
書
に
は

昨
年
の
加
入
状
況
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
ご
自
身
に
適
し
た

引
受
方
式
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　水
稲
共
済
加
入
申
込
書
は
経

営
所
得
安
定
対
策
の
営
農
計
画

書
と
一
体
化
様
式
で
あ
り
、
貴

重
な
農
業
関
係
の
基
礎
資
料
で

す
。
耕
作
内
容
等
、
誤
り
の
な

い
よ
う
、
ご
記
入
願
い
ま
す
。

　納
入
期
限
ま
で
に
掛
金
等
の

納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
口
座
振
替
契
約
済
の

方
は
、
指
定
口
座
か
ら
掛
金
等

を
振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
納
入
期
限
ま
で
に
掛
金
等
を

納
入
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、

共
済
関
係
が
解
除
さ
れ
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
入
期
限

　
令
和
７
年
１
月
31
日（
金
）

農
作
物
共
済
（
麦
）

お
知
ら
せ

　麦
共
済
掛
金
等
の
納
入
期

限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

令和７年産水稲共済　加入申込書

　前年産引受方式を記載しています。
　前年産引受方式以外も選択可能です。
（引受方式によっては加入要件があります。）
　令和７年産の引受方式を「希望する方式」
欄に記入してください。
　記入がない場合は前年産引受方式となり
ます。

記入上の注意事項

１． 印字された筆の内容に異動があるときは、該当するところを二重線で消して、その上の余白に変更後の
内容を、また、印字された筆の空白欄については該当事項を記入してください。

２．この様式の氏名と経営所得安定対策等の交付申請書の氏名は、同一にしてください。
３．電話番号欄には、日中連絡の取れるお電話番号もしくは携帯電話番号を記入してください。
４．BCPとは、自然災害等の緊急事態が発生した場合、人員、電気、水、資金等が足りなくなることが想定
される中で、どの仕事を優先して続けるか、どうやって再開するかをあらかじめ決めておく計画のこと
です。

この様式は、水稲生産実施計画書兼経営所得安定対策等の交付金に係る営農計画書と水稲共済の加入
との両方の申告書であり、市町で整備している水田台帳の基礎データとして利用します。
水稲共済に加入しない場合も必ず太枠の部分を記入してください。

水稲共済について

・ 令和７年産の引受方式等を希望する方式欄に記入してください。
　記載が無い場合は前年産引受方式等を適用します。
　 新規加入において、令和７年産の加入欄で「する」に○をされ、希望する方式欄に記載が無い場合は地
域インデックス方式、補償割合90％、一筆半損特約有を適用します。

〈選択できる引受方式〉 【主食用米】　地域インデックス方式、半相殺方式、全相殺方式、品質方式

２．引受方式等

水稲の用途 引受方式等の
選択 引受方式

補償
割合

kg当たり
共済金額
の 選 択

一筆半損
特 約
の 有 無

共済金額
選択割合

％ 第　位 ％

主食用米
（注１）

希望する方式
前年産引受方式

（注1）…加工用米、備蓄米を含む。新規需要米以外の用途のために生産される水稲。

・ 令和７年産の引受方式等を希望する方式欄に記入してください。
　記載が無い場合は前年産引受方式等を適用します。
〈選択できる引受方式〉 【飼料用米】　　　　　 ―　  　　　　半相殺方式、全相殺方式、品質方式
 【米粉用米】　地域インデックス方式、半相殺方式、全相殺方式、品質方式
※ 全相殺方式、品質方式は加入要件がありますので、詳細はNOSAIまでお問合せください。

【新規需要米を作付されている方のみ記入】

水稲の用途 引受方式等の
選択 引受方式

補償
割合

kg当たり
共済金額
の 選 択

一筆半損
特 約
の 有 無

共済金額
選択割合

％ 第　位 ％

飼料用米
希望する方式
前年産引受方式

米粉用米
希望する方式
前年産引受方式

4．BCP（事業継続計画）を策定していますか？
① している ② していない

・いずれかに○を付けてください。

１．加入申込み
水稲共済の加入

令和７年産の加入 する しない
前年産の加入状況

・ 水稲共済に加入される場合は「する」に○を、加入されない場合は「しない」に○を付けてください。
　「水稲共済の加入」欄に記入がない場合は「前年産の加入状況」と同様の内容とさせていただきます。

3.【青色申告をされている方のみ記入】収入保険の加入についてどう考えますか？
① 説明を希望する ② 検討中 ③ 考えていない

・いずれかに○を付けてください。

農業者または地区控

２枚目も押印ください

２枚目にも押印ください

合 計
筆　　 数 引 受 筆 数 水 田 面 積 作 付 面 積 生産調整面積 基準収穫量 引 受 収 量

筆 筆 ａ ａ ａ ㎏ ㎏

耕地
番号

分筆
番号

地　　名　　地　　番
※住所地と異なる場合は、市町名
　から記入してください。　　　

水　田
面　積

水　稲
作　付
面　積

生産調整
面 積

水稲作付品種名
または

作付作物名等

基準
（等級）
単収

変 更 理 由

水
稲
作
付
最
終
年

出
荷
販
売
の
有
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無

ａ ａ ａ ㎏

水稲生産確定数量 水稲作付確定面積
Ａ

水稲作付面積
Ｂ

新規需要米等作付面積
Ｃ

加工用米作付面積
Ｄ

備蓄米作付面積
Ｅ

そ の 他
Ｆ

主食用水稲作付面積
Ｇ＝Ｂ－Ｃ－Ｄ－Ｅ－Ｆ

面積判定
Ｈ＝Ａ－Ｇ

㎏ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ 可・否

対象作物 生産目標等（農業者等間調整後）記入欄
生産目標（㎏） 作付面積（㎡）

主食用米 ㎏ ㎡

畑作物の直接支払交付金（ゲタ）の営農継続支払に係る生産予定面積
対象作物 生産予定面積 対象作物 生産予定面積

麦

小　　麦 ㎡ 大　　豆 ㎡

二条大麦 ㎡ そ　　ば ㎡

六条大麦 ㎡ な た ね ㎡

はだか麦 ㎡

地域協議会等
管理コード

組 合 名

市 町 名

小 地 区 名

組合員等コード

※　 裏面の重要事項説明書を了承した上、当該様式の記載事項は事実に相違ないこと、申し込みがで
きる水稲の全てであること、及び既に事故が生じていない又はその原因が生じていないことを確
約し、提出します。

令和７年産　水稲生産実施計画書兼経営所得安定対策等の交付金に係る営農計画書兼水稲共済加入申込書兼変更届出書

住　　所

氏　　名 ㊞
電話番号 頁 ／

地域インデックス方式

水稲共済

令
和
７
年
産
水
稲
共
済
は
、加
入
申
込
書
の

「
引
受
方
式
」欄
を
確
認
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

滋賀県農業共済組合

大津市梅林一丁目14番17号

077-524-4688
滋賀　太郎 滋

賀

0405



建
物
共
済
の
お
す
す
め
特
約

臨
時
費
用
担
保
特
約

建物共済

　
火
災
共
済
お
よ
び
総
合
共
済
か
ら
支
払
わ
れ
る
損
害
共
済
金
に

加
え
て
、
損
害
共
済
金
の
10
％
、
20
％
、
30
％（
１
回
の
事
故
に
つ

き
１
棟
ご
と
に
２
５
０
万
円
が
限
度
）を
臨
時
費
用
共
済
金
と
し

て
支
払
う
と
と
も
に
、
火
災
等
の
事
故
に
よ
っ
て
加
入
者
等
が
事

故
発
生
日
か
ら
２
０
０
日
以
内
に
死
亡
・
後
遺
障
害
を
被
っ
た
と

き
、
１
名
ご
と
に
共
済
金
額
の
30
％（
２
０
０
万
円
が
限
度
）を
死

亡
・
後
遺
障
害
費
用
共
済
金
と
し
て
支
払
う
特
約
で
す
。

※

臨
時
費
用
共
済
金･･･

地
震
等
に
よ
る
損
害
の
場
合
は
除
き
ま
す
。

※

死
亡
・
後
遺
障
害
費
用
共
済
金･･･

火
災
等
の
事
故
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

自
動
継
続
特
約

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
は
補
償
期
間
１
年
の
契
約
な
の
で
、
お
申
し
込
み
手
続
き
を

毎
年
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が･･･

●
申
込
書
の
提
出
を
、
忙
し
く
て
う
っ
か
り
忘
れ
た
事
が
あ
る
。

●
加
入
内
容
を
見
直
し
た
の
で
、
し
ば
ら
く
は
変
更
を
予
定
し
て
い
な
い
。

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
方
に
は
自
動
継
続
特
約
が
ぴ
っ
た
り
！

　
建
物
共
済
申
込
時
に
附
帯
す
る
特
約
で
、
共
済
責
任
期
間
が
満
了
す
る
日
の
属
す
る
月
の
前

月
10
日
ま
で
に
解
除
の
意
思
表
示
が
な
い
と
き
は
、
現
在
の
加
入
内
容
と
同
じ
補
償
内
容
で
最

大
10
年
間
契
約
を
継
続
し
ま
す
。
加
入
２
年
目
以
降
の
申
込
手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

ガ
ラ
ス
割
れ
事
故
に
注
意

ドアの閉め忘れに
注意しましょう！

農機具共済

　
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
農
機
具
で
最
も
多
い
事
故
は
、接
触・衝
突
に
よ
る
ト
ラ
ク
タ
ー

等
の
キ
ャ
ビ
ン
の
ガ
ラ
ス
割
れ
で
す
。

　「
ド
ア
を
閉
め
忘
れ
て
農
機
具
を
発
進
さ
せ
た
」、「
付
属
装
置
の
調
節
の
際
に
リ
ア
ガ

ラ
ス
を
開
け
て
い
た
」
な
ど
、
わ
ず
か
な
注
意
を
し
て
い
れ
ば
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
た
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ガ
ラ
ス
割
れ
の
事
故
が
発
生
す
る
と
、
予
定
し
て
い
た
作
業
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
支

障
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ビ
ン
付
き
の
農
機
具
を
操
作
す
る
際
は
、「
ド
ア
を
閉
め
た
か
」、「
周
囲
に
接
触

す
る
も
の
は
な
い
か
」
等
、
確
認
を
し
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

特約なし 30%特約あり

臨時費用共済金
損害共済金損害共済金

（
10・20・30
％
の
中
か
ら
補
償
割
合
を
選
択
）

お
支
払
い
額
が
最
大
３
割
増
し
に
な
り
ま
す
！

年度

支
払
共
済
金

（万円）

ガラス割れ事故　共済金支払状況

園
芸
施
設
共
済
は
県
内
の
施
設
園
芸
農
家
の
約
80
％
の
方
が

加
入
し
て
い
ま
す
！

　
春
に
か
け
て
は
日
本
付
近
で
低
気
圧
が
発
達
し
や
す
く
な
り
、「
春
の

嵐
」と
呼
ば
れ
る
台
風
並
み
の
強
風
が
吹
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
園
芸
施
設
共
済
で
は
、通
年
被
覆
す
る
ハ
ウ
ス
に
比
べ
て
育
苗
ハ
ウ
ス

等
の
未
被
覆
期
間
の
あ
る
ハ
ウ
ス
は
掛
金
等
が
安
く
な
り
ま
す
の
で
、「
春

の
嵐
」に
備
え
て
、育
苗
ハ
ウ
ス
等
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、ご
加
入
い
た
だ
く
際
は
、１
万
円
を
超
え
る
損
害
か
ら
補
償
す

る
小
損
害
不
填
補
１
万
円
特
約
が
最
も
お
す
す
め
で
す
が
、「
部
分
損

害
等
は
自
力
で
復
旧
す
る
の
で
、大
き
な
損
害
を
受
け
た
時
だ
け
補
償

し
て
ほ
し
い
」と
い
う
方
は
、小
損
害
不
填
補
１
０
０
万
円
特
約（※

）が

選
択
で
き
ま
す
。

　
小
損
害
不
填
補
１
０
０
万
円
特
約
は
、小
損
害
不
填
補
１
万
円
特
約
に

対
し
て
、共
済
掛
金
が
約
１０
分
の
１（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
Ⅱ
類
の
場

合
）に
な
り
ま
す
の
で
、掛
金
負
担
を
抑
え
た
い
方
は
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
手
頃
な
負
担
額
で
、園
芸
施
設
共
済
を
検
討
し
て
み
た
い
方
は
お
見
積

り
い
た
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

小
損
害
不
填
補
１
０
０
万
円
特
約…

損
害
額
が
１
０
０
万
円
を
超
え
た
場
合
に
共
済
金

を
お
支
払
い
し
ま
す
。（
損
害
額
が
１
０
０
万
円
以
下
の
場
合
、共
済
金
の
支
払
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。）な
お
、共
済
価
額
が
１
０
０
万
円
を
超
え
な
い
施
設
は
選
択
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。 園芸施設共済

NOSAI滋賀のホームページでは簡単な操作で園芸施設共済の掛金シミュレーションができます。
（小損害不填補基準金額は1、3、10万円のみ対応）

園芸施設共済掛金シミュレーション（2024.4.1～）

1．施設の内容を入力してください。経過年数と被覆材使用年数は端数月を切り上げて選択してください。

間口（m）

6

奥行（m）

50

設置面積

300㎡

パイプ直径

25.4㎜ 〉

経過年数

11年 〉

被覆材種類

0.075㎜押さえバンド190 〉

被覆材
使用年数

1 〉

2．施設本体と被覆材の価額は下記の通りです。補償割合と被覆月数を選択してください。

本体新築価額
（再建築価額）

1,095,000円

本体時価額
①

547,500円

被覆材価額
②

121,410円

施設価額
③＝①＋②

668,910円 535,128円

補償割合
④

80% 〉

補償金額
③×④ 被覆月数

12 〉

危険段階

新規 〉

3．小損害不填補基準金額別の共済掛金等は以下の通りです。

小損害不填補基準金額

1万円
3万円

補償金額

535,128円
10万円

共済掛金
①
6,453円
6,357円
4,340円

賦課金
②
1,391円
1,391円
1,391円

納入目安金額
③＝①＋②

7,844円
7,748円
5,731円
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▼提出にご協力いただく「環境負荷低減のチェックシート」の例（農業経営体向け）

＜ポイント＞
収入保険及び農業共済（農作物共済、家畜共済、畑作物共済、果樹共済、園芸施設共済）
については、チェックシート提出のお願い（努力規定）です。

農作物共済と畑作物共済の両方に加入している（収入保険と園芸施設共済に加入してい
る）方など、複数加入している方は、最初の加入申込の際にチェックシートを提出いただ
ければ結構です（ただし、家畜共済はチェックシートが異なるため、家畜共済との同時加
入の場合は除きます。）。

 

収入保険・農業共済にご加入の皆様へ 

・農林水産省では、持続可能な食料システムの構築に向けて「みどりの食料システム戦略」を策定し、中長期的な観点から、調達、生産、加工・

流通、消費の各段階の取組とカーボンニュートラル等の環境負荷低減のイノベーションを推進しています。 
（詳しくは農林水産省ホームページをご覧ください 【農林水産省ホームページ】https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/index.html） 

・本チェックシートは、「みどりの食料システム戦略」に掲げる環境負荷低減の取組を推進するために実施するものです。 

・収入保険又は農業共済のいずれかの加入手続きにおいて、年１回の提出をお願いします。 
 

【農林水産省ホームページ】 
  

【【農農業業経経営営体体向向けけ】】                          環境負荷低減のチェックシート（    年分） 
  

№ ((11))  適適正正なな施施肥肥 

① 肥料の適正な保管 

② 肥料の使用状況等の記録・保存に努める 

③ 作物特性やデータに基づく施肥設計を検討 

④ 有機物の適正な施用による土づくりを検討 

  

№ ((22))  適適正正なな防防除除 

⑤ 農薬の適正な使用・保管 

⑥ 農薬の使用状況等の記録・保存 

⑦ 病害虫・雑草が発生しにくい生産条件の整備を検討 

⑧ 病害虫・雑草の発生状況を把握した上で防除の要否及びタイミングの

判断に努める 

⑨ 多様な防除方法（防除資材、使用方法）を活用した防除を検討 

  

№ ((33))  エエネネルルギギーーのの節節減減 

⑩ 農機、ハウス等の電気・燃料の使用状況の記録・保存に努める 

⑪ 省エネを意識し、不必要・非効率なエネルギー消費をしないように努

める 

  

№ ((44))  悪悪臭臭及及びび害害虫虫のの発発生生防防止止 

⑫ 悪臭・害虫の発生防止・低減に努める 

 

№ ((55))  廃廃棄棄物物のの発発生生抑抑制制、、適適正正なな循循環環的的なな利利用用及及びび適適正正なな処処分分 

⑬ プラ等廃棄物の削減に努め、適正に処理 

  

№ ((66))  生生物物多多様様性性へへのの悪悪影影響響のの防防止止 

⑭ 病害虫・雑草の発生状況を把握した上で防除の要否及びタイミングの

判断に努める（再掲） 

⑮ 多様な防除方法（防除資材、使用方法）を活用した防除を検討（再

掲） 

  

№ ((77))  環環境境関関係係法法令令のの遵遵守守等等 

⑯ みどりの食料システム戦略の理解 

⑰ 関係法令の遵守 

⑱ 農業機械等の装置・車両の適切な整備と管理の実施に努める 

⑲ 正しい知識に基づく作業安全に努める 

 

 

 前年の取組結果 当年の取組予定 

((11))かからら((77))ままででのの全全ててのの取取組組をを実実施施  □□ししままししたた  □□ししまますす  

氏 名  

加入申請時に、チェックシートをよく読み、
前年の取組結果（実施したこと）を確認し、チェック
当年の取組予定（実施すること）を確認し、チェック

【環境負荷低減のクロスコンプライアンスのチェックシート解説書】

実施手続き

取り組むことが必要とされてい
る環境負荷低減に資する最低限
の取組について、具体的に何を
行えばよいか明示しています。

解説書やQAは、
農水省HPの
「環境負荷低減の
クロスコンプライアン
ス」ページに掲載。

https://www.maff.go.jp/j/ka
nbo/kankyo/seisaku/midori/k
urokon.html

農業共済・収入保険にご加入の皆様へ

「「環環境境負負荷荷低低減減ののチチェェッッククシシーートト」」
のの提提出出ににごご協協力力くくだだささいい

----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------

適正な施肥

N P K

適正な防除 エネルギーの節減 悪臭・害虫の
発生防止

廃棄物の発生抑制
循環利用・適正処分

生物多様性への
悪影響の防止

環境関係法令
の遵守

G A S

「環境負荷低減のクロスコンプライアンス」の７つの基本的な取組

農林水産省では 「みどりの食料システム戦略」に掲げる環境負荷低減の
取組を推進するため、令和６年度から、各種補助事業を受けるに当たって、
環境にやさしい取組の実践を要件としています（「環境負荷低減のクロス
コンプライアンス」） 。
収収入入保保険険及及びび農農業業共共済済（（農農作作物物共共済済、、家家畜畜共共済済、、畑畑作作物物共共済済、、果果樹樹共共済済、、

園園芸芸施施設設共共済済））でではは、、環環境境ににややささししいい最最低低限限のの取取組組のの実実践践はは、、「「要要件件」」でで
ははあありりまませせんんが、皆様が日頃から実践されている環境にやさしい取組が消
費者にも伝わり、その評価にもつながることから、令和７年から加入申込
を行う農業者の皆様には、環境にやさしい最低限の取組の実践と「環境負
荷低減のチェックシート」の提出にご協力をお願いいたします。

経営所得安定対策では、環境にやさしい最低限の取組の実践と「環境負荷低減の
チェックシート」の提出は「事業要件」ですので必ず取り組みましょう。！

地球温暖化による
気候変動

大規模自然
災害の増加

CO2メタン

農林水産業には環境によい多面的機能がある一方で、環境に負荷を与えている側面もあります
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大津市立青山小学校 6年　

八代　琳莉子
「おじいちゃんの
　　 初なり西瓜」

金
賞

野
洲
市
立
北
野
小
学
校 

2
年
　

今
村
　英
志

「
雲
と
田
ん
ぼ
」

金
賞

米
原
市
立
春
照
小
学
校 

4
年
　

西
川
　仁
菜

「
家
の
前
の
景
色
」

金
賞

滋賀県
知事
賞

甲賀市立
伴谷小学校 2年　

年見口　聖那
「おうみの
  うしさんたち」

滋賀県
知事
賞

守山市立小津小学校 4年　加藤　真紘
「大きなすいかがとれたよ！」

滋賀県
教育長
賞

近江八幡市立岡山小学校 6年　万野　敦士
「今からスイカを収穫するぞ！！」

滋賀県
教育長
賞

大津市立大石小学校 2年　金田　茉優
「おじいちゃんのかていさいえん」

滋賀県
教育長
賞

長浜市立長浜北小学校 2年　
稲垣　七直
「ようけいじょうの一日」

米原市立坂田小学校 2年　
森田　美伶
「いっぱいできたよ！夏野菜」

銅
賞

銅
賞

銅
賞

銅
賞

銅
賞

銅
賞

銅
賞

銅
賞

銀
賞

守山市立吉身小学校 6年　
辻　湊介
「鶏の卵の収穫体験」

銀
賞

長浜市立長浜北小学校 4年　
杉江　一紗
「おじいちゃんのナス」

愛荘町立愛知川東小学校 4年　
国寄　稀優
「大きなオクラができた」

銀
賞

甲賀市立信楽小学校 6年　
平尾　菜々
「じゃがいも
 たくさん取れたよ」

銅
賞

滋賀大学教育学部
附属小学校 6年　
吉田　隼翔
「家畜」

銀
賞

湖南市立石部小学校 4年　
塩飽　姫華
「ヤギ好みの大地」

甲賀市立希望ヶ丘小学校 6年　
麻丘　篤希
「大きな田んぼ」

大津市立真野小学校 4年　
今井　菜々美
「ひまわり畑」

草津市立山田小学校 2年　
吉野　緋里
「おにぎり頬張る夏休み」

甲賀市立伴谷小学校 2年　
山口　遥
「わたしのトマトと『ハイ！ポーズ』」

野洲市立北野小学校 2年　
上野　太聖
「じいじとはたけとぼく」

大
津
市
立

小
松
小
学
校 

6
年
　

横
山
　葵

「
循
環
し
て
生
き
る
」

銀
賞

滋
賀
大
学
教
育
学
部

附
属
小
学
校 

4
年
　

隠
岐
　優
愛

「
ス
イ
カ
農
家
」

銀
賞

草津市立
笠縫東小学校 6年　

大澤　万尋
「梨の木と私」

滋賀県
知事
賞

彦根市立
城西小学校 4年　

川上　誠志朗
「農家のおばあちゃん」

コンクール
入賞作品

第23回

受賞おめでとうございます
　このコンクールは、県内の小学校2年生・4年生・6年生を対象に、農村や農作業風景を描いてもらうことにより
農業の大切さを感じてもらうとともに、農業保険制度が果たす役割を啓発するために実施しているものです。
　県内小学校129校から1,071点の応募をいただき、審査の結果144点が入選されました。上位入賞作品に選ば
れた24点を紹介します。（敬称略）

佳作以上の作品144点
を組合ホームページに
掲載しています。
NOSAI滋賀 で してね。検索

ご応募いただき
ありがとう
ございました！
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草
津
市

有
限
会
社
草
津
マ
ル
ト
農
産

 

い
け 

だ

　
　と
し 

き
よ

池
田
　俊
清
さ
ん（
73
歳
）

【
経
営
規
模
】

水
稲
23
㌶
　
ト
マ
ト・メ
ロ
ン・

大
根・水
菜・水
稲
苗
な
ど
60
㌃

(

ハ
ウ
ス
22
棟)

　
昨
年
か
ら
イ
チ
ゴ
農
家
と
し

て
新
規
就
農
し
、
2
回
目
の
作

付
け
を
迎
え
ま
し
た
。
今
作
は
、

滋
賀
県
初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種

「
み
お
し
ず
く
」を
メ
イ
ン
に「
か

お
り
野
」、「
ベ
リ
ー
ポ
ッ
プ
す

ず
」
を
栽
培
し
、
市
場
出
荷
し

て
い
ま
す
。

　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
守
る
園

芸
施
設
共
済
は
、
経
営
の
安
定

に
は
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
、

80
％
補
償
の
通
常
部
分
に
加
え

て
、
時
価
で
は
あ
り
ま
す
が

1
0
0
％
の
補
償
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
「
付
保
割
合
追
加
特
約
」

で
20
％
を
追
加
、
小
さ
な
損
害

に
も
備
え
ら
れ
る
よ
う
に
「
小

損
害
不
填
補
1
万
円
特
約
」
を

追
加
し
て
建
築
当
初
か
ら
加
入

特
約
追
加
で
安
心
経
営 

し
て
い
ま
す
。

　
滋
賀
県
立
農
業
大
学
校
に
2

年
通
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
分
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
、
県
の

普
及
指
導
員
や
農
業
の
諸
先
輩

方
か
ら
指
導
や
助
言
を
頂
い
て

何
と
か
や
っ
て
い
ま
す
。
今
は

ハ
ウ
ス
間
の
積
雪
対
策
を
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
悩
ん
で
い
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
は
自
然
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
て
い
て
、
台
風
の
被
害

は
も
と
よ
り
、
大
雪
で
屋
根
部

分
が
潰
れ
る
事
故
や
、
降
ひ
ょ

う
の
被
害
で
ビ
ニ
ー
ル
が
穴
だ

ら
け
に
な
る
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス

を
目
に
し
ま
す
。
転
ば
ぬ
先
の

杖
と
し
て
、
園
芸
施
設
共
済
を

お
勧
め
し
ま
す
。

お
い
し
い
も
の
を
作
り
続
け
る
た
め
に

　
親
が
農
業
を
し
て
い
た
流
れ
で

就
農
し
、
も
う
50
年
以
上
に
な
り

ま
す
。現
在
は
、ト
マ
ト
や
メ
ロ
ン
、

水
稲
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
北
山
田
町
の
恵
ま
れ
た
土

壌
の
恩
恵
も
あ
り
、
お
客
さ
ん
か

ら
は
「
子
ど
も
が
喜
ん
で
食
べ
る
」

「
甘
く
て
お
い
し
い
」
と
好
評
で

す
。

　
し
か
し
、
病
害
や
天
候
な
ど
の

影
響
で
、
収
穫
量
は
年
に
よ
っ
て

波
が
あ
り
ま
す
。
特
に
近
年
は
異

常
気
象
が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
人
手
不
足
や
資
材
の

高
騰
な
ど
不
安
は
多
い
で
す
。

　
収
入
保
険
に
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職

員
の
勧
め
が
き
っ
か
け
で
加
入
し

ま
し
た
が
、
加
入
初
年
度
に
天
候

の
影
響
や
病
害
で
保
険
金
の
支

払
い
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

加
入
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
安

心
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
加
入
申
請
時
に
新

し
く
書
類
を
作
る
こ
と
な
く
、

家
で
保
管
し
て
い
る
決
算
書
で

対
応
で
き
た
の
で
、
そ
こ
に
も

良
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
お
客
さ
ん
は
「
今
年
も
来
た

よ
」
と
来
て
「
ま
た
来
年
」
と

帰
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
う
れ
し

く
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
安
心
し
て
お
い
し
い

も
の
を
作
り
続
け
て
い
く
た
め

に
も
、
収
入
保
険
は
必
要
だ

と
感
じ
ま
す
。

加入者の声加入者の声
万が一の備えとして、園芸施設共済、収入保険に加入している農業者に話を聞きました。

収入保険

園芸施設共済

東
近
江
市

こ
ち
フ
ァ
ー
ム

 

お
き
　
　
　と
し 

の
り

沖
　俊
典
さ
ん（
45
歳
）

【
経
営
面
積
】

イ
チ
ゴ
14
．2
㌃  (

ハ
ウ
ス
3
棟)

物販コーナーにはハーブティー、はちみつ、
コーヒー豆などが並ぶ。「鹿肉燻製」（手前中央）は、
米原市・万願寺地区に自生する薬木を使用しています。

ふんわり柔らかな
シカ肉のハンバーグ
（写真：I ma art＋cafe提供）

大人気の絶品バスクチーズケーキ
（プレーン）（写真：I ma art＋cafe提供）

JR近江長岡駅から徒歩5分。テイクアウトの販売もしています。

〒521-0242 滋賀県米原市長岡1213
TEL.0749-55-3777

ん（
46
）と
共
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
ま
し
た
。貴
詠
さ
ん
に

よ
る
と
「
実
は
シ
カ
肉
に
は
臭
み
が
な
く
、
シ
ン
プ
ル
に

調
理
し
た
方
が
お
い
し
い
で
す
」と
の
こ
と
。

食
と
ア
ー
ト
を
堪
能
で
き
る
場
所

　シ
カ
肉
を
使
っ
た
カ
レ
ー
や
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ボ
ロ
ネ
ー

ゼ
な
ど
シ
カ
肉
の
ジ
ビ
エ
料
理
を
中
心
に
提
供
し
て
い

ま
す
。ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
自
家
製
で
、
パ
ン
も
シ
カ
肉

に
合
う
よ
う
に
手
作
り
す
る
な
ど
、
メ
ニュ
ー
に
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
。ジ
ビ
エ
料
理
の
ほ
か
に
も
、
バ
ス
ク

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
が
人
気
で
、
S
N
S
を
中
心
に
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、不
定
期
で
展
覧
会
を
開
催
、販
売

も
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
出
店
・
開
催
も

し
て
い
ま
す
。詳
し
い
情
報
は
、S
N
S
を
チ
ェッ
ク
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　ジ
ビ
エ
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
、
期
間
限
定
メ
ニュ
ー
な
ど
、

食
と
ア
ー
ト
を
堪
能

で
き
る
「I m

a art

＋

cafe

」。ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　米
原
市
役
所 

山
東
庁
舎
の
向
か
い

に
あ
り
、
鮮
や
か
な
タ
ー
コ
イ
ズ
グ

リ
ー
ン
の
外
観
が
目
を
ひ
く
「I m
a 

art

＋cafe

」で
は
、シ
カ
肉
の
ジ
ビ
エ
料

理
が
味
わ
え
ま
す
。店
内
に
は
、
ア
ー
ト

作
品
を
展
示
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
併
設

さ
れ
、目
も
舌
も
楽
し
め
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
地
元
猟
師
の
思
い
　

　店
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
り
、デ
ザ
イ
ナ
ー
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
も
活
動
す
る

貴
詠
さ
ん
。地
元
猟
師
の「
シ
カ
肉
を
活

用
し
た
い
」
と
い
う
思
い
に
協
力
を
申

し
出
た
こ
と
が
、シ
カ
肉
の
ジ
ビ
エ
料
理

を
提
供
す
る
き
っ
か
け
で
し
た
。

　ジ
ビ
エ
料
理
の
開
発
当
初
、
シ
カ
肉

の
特
性
は
教
わ
っ
た
も
の
の
ゼ
ロ
か
ら

の
挑
戦
で
し
た
。旧
友
の
大
橋
理
恵
さ

た
か
え

【営業時間】 
月・火 ......... 11：00~18：00
金・土・日.... 11：00~16：00
       　　　 18：00~21：00L.O
【定 休日】水・木　【駐車場】 6台

米原市

紹介
スポット

JR
近
江
長
岡
駅

JR
東
海
道
本
線

米原市山東庁舎

I ma art ＋ cafe I ma art ＋ cafe 248

244

至
大
垣

至
米
原

東海道新幹線
至米原

至名古屋

天
野
川

検索アイマ アートカフェ

ima-2021.com

【HP】 【Instagram】

ima.art.cafe.bar

アイマ   ア ート  　 カフェ

I ma art＋cafe 

営業スケジュールは
ＳＮＳをご覧ください

I m
a art

＋cafe 

ア
イ
マ

ア
ー
ト

カ
フ
ェ
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人権コーナー

【基礎編】

人
じんけん

権感
かんかく

覚を研
と

ぎ澄
す

ましましょう

人
じんけん

権感
かんかく

覚を研
と

ぎ澄
す

ますために
　すべての人の人権が尊重される社会をつくるために
は、個別の課題についての知識や理解を深めるだけでな
く、「自分の大切さ」と「他の人の大切さ」を認められ
るよう、人権感覚を研ぎ澄

す
ますことが大切です。

一
ひ と り

人ひとりが大
だ い じ

事な存
そんざい

在であると感
かん

じられる場
ば め ん

面をつくりましょう
　急激な社会の変化の中で、なかなか自分の存在価値がつかめず、自分に自信をもてないことが
多くあります。自分自身が自分を受け入れられなければ、他の人のことを尊重して受け入れるこ
とは難しいといえます。多くの研究結果から、自分が大事にされていると感じられる人ほど、他
の人も大事にできるということがわかっています。人との関わりの中で、だれもがかけがえのな
い大切な存在として認められていることが実感できる場面づくりが大切です。

見
み か た

方をかえる力
ちから

と想
そうぞうりょく

像力を高
たか

めましょう
　事実は同じでも、受け止め方は人によってさまざまです。たとえば、厳しい差別の中から人権
を獲

かくとく
得してきた人々の歴史を見るとき、「差別をされてきたかわいそうな人たち」ととらえるのか、

「不当な差別と闘
たたか
い人間らしさを求めてきた人たち」ととらえるのかによって、イメージは全く

違
ちが
ってきます。
　また、相手の気持ちを理解するための想像力も大切です。想像力が豊かであれば、差別された
人の痛みに共感し、差別をなくそうという態度につながるのではないでしょうか。
　さまざまな角度から物事を見る力と、他の人の気持ちに共感できる想像力を高めることが求め
られます。

お互
たが

いに気
き も

持ちをわかりあうための能
のうりょく

力を高
たか

めましょう

例 こんなとき、どう言えばいいでしょう?　自分の気持ちをうまく相手に伝えることは、案外難
しいものです。自分の思いを素直に伝えたつもりでも、
自分の思っていたことがうまく伝わらなかったり、結
果的に相手にいやな思いをさせたりしていることがあ
ります。反対に、他の人から言われたことで自信をな
くしたり、傷ついたりすることもあります。相手を
攻
こうげき
撃することなく自分の主張を伝えることは、豊かな

人間関係を築くための大切な能力のひとつです。
　お互

たが
いに気持ちを分かりやすく相手に伝え、わかり

あうためのコミュニケーションの能力を高めることが
求められます。 滋賀県人権施策推進課　作成「こころやわらかく」より

電車の中で大きな声
で電話をしている人
がいたとき

友人との会話の中で「○
○人ってこわいよね。」と
いう話を聞いたとき

「年々気候変動が大きくなっているので、栽培時期などを調整し、安定生産に努めている」と話す西さん

　
西
さ
ん
は
守
山
矢
島
か
ぶ
ら
の
ほ
か
に
、
水
稲
や

野
菜
な
ど
も
栽
培
し
、Ｊ
Ａ
レ
ー
ク
滋
賀
管
内
の
直
売

所
や
市
内
の
学
校
給
食
な
ど
に
出
荷
し
て
い
る
。
今

後
に
つ
い
て
「
地
元
の
野
菜
や
近
江
米
を
使
っ
た
ア
ル

フ
ァ
化
米
の
商
品
を
考
え
て
い
る
。
水
を
注
ぐ
だ
け

で
食
べ
ら
れ
る
の
で
、
小
さ
な
子
ど
も
が
一
人
で
も
栄

養
の
あ
る
食
事
が
と
れ
る
。
加
工
品
に
す
る
こ
と
で

持
ち
運
び
が
で
き
、
日
持
ち
す
る
の
で
フ
ー
ド
ロ
ス

の
削
減
に
も
つ
な
が
る
。
自
分
が
発
起
人
と
な
り
、

そ
の
後
は
県
全
体
に
活
動
を
広
め
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
む
。

　「
色
鮮
や
か
で
、
お
い
し
い
守
山
矢
島
か
ぶ
ら
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
の

は
、
守
山
市
で
守
山
矢
島
か
ぶ
ら
を
栽
培
す
る
株
式

会
社
Ｌ
ｉｖ
．Ｎ・
代
表
取
締
役
の
西
直
幸
さ
ん
。

　
守
山
矢
島
か
ぶ
ら
は
、
実
か
ら
葉
へ
と
鮮
や
か

に
広
が
る
紫
色
と
、偏
球
形
の
根
部
が
特
徴
で
、「
そ

の
ま
ま
食
べ
る
と
柿
の
よ
う
な
甘
み
が
あ
り
、
漬

物
は
も
ち
ろ
ん
サ
ラ
ダ
や
、
お
で
ん
に
入
れ
て
も

お
い
し
い
。
お
す
す
め
は
シ
チ
ュ
ー
で
、
優
し
い

甘
み
の
か
ぶ
ら
が
、
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
相
性
が

良
い
」
と
話
す
西
さ
ん
。
焼
い
て
も
煮
て
も
お
い

し
く
、
実
か
ら
葉
ま
で
余
す
こ
と
な
く
食
べ
ら
れ

る
と
い
う
。

　
西
さ
ん
は
守
山
矢
島
か
ぶ
ら
部
会
の
部
会
長

を
務
め
、
部
会
全
体
で
は
約
４０
㌃
を
栽
培
す
る
。

守
山
矢
島
か
ぶ
ら
は
滋
賀
県
の
伝
統
野
菜
だ
が
、

近
年
、
生
産
者
不
足
や
高
齢
化
が
原
因
で
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。「
温
暖
化
の
影
響
で
毎
年

同
じ
よ
う
に
栽
培
し
て
い
て
も
、
全
滅
し
て
し
ま

う
年
が
あ
る
。
部
会
で
情
報
共
有
を
し
て
、
昔

な
が
ら
の
色
や
形
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
見
せ
る
。

　
同
部
会
で
は
、
地
域
の
学
校
や
親
子
向
け
に

収
穫
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。「
子
ど
も
た
ち
が

『
色
が
き
れ
い
』『
こ
ん
な
に
大
き
い
の
が
と
れ

た
』
と
喜
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
元
気
づ
け
ら

れ
る
し
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と
西
さ
ん
は

笑
顔
で
話
す
。

へ
ん
き
ゅ
う
け
い

守
山
市
矢
島
町

り

ぶ

ん

株
式
会
社
Ｌ
ｉ
ｖ
．Ｎ

▼
経
営
規
模
＝
守
山
矢
島
か
ぶ
ら
１５
㌃

　水
稲
２７
㌶
　麦
１６
㌶
　大
豆
１６
㌶

　キ
ャ
ベ
ツ
２０
㌃
　ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
1．5
㌶

　ト
レ
ビ
ス
２０
㌃

▼
従
業
員
＝
2
人

 

に
し

　
　
　  

な
お 

ゆ
き

西

　直
幸
さ
ん（
５７
） １５

２７

１６

１６

２０

1．5

２０

 

に
し

　
　
　  

な
お 

ゆ
き

西

　直
幸
さ
ん（
５７
）

滋賀発！

農業人

守山矢島かぶらの甘酢漬け（写真：滋賀県提供）

守山矢島かぶら
地面から出ている根の
部分と茎が紫色になる。

分析委託先：一般財団法人日本分析センター（大阪）

※ほとんどの植物に存在する苦味や色素の成分で、抗酸化作用が強く、活性酸素などの有害物質を
無害な物質に変える作用があり、動脈硬化など生活習慣病の予防に役立つとされている。    

100gあたりの含有量 ビタミンC

23mg

118mg

5mg

0mg

50mg

ポリフェノール※

3mg

470mg

210mg

230mg

12mg

守山矢島かぶら（実）

守山矢島かぶら（葉）

ビーツ

赤ワイン

レモン（果汁）

食卓に彩りを添える
伝統野菜「守山矢島かぶら」
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Q

ハガキに①クイズの答え②郵便番号・住所③氏名④年齢
⑤電話番号⑥ご意見・ご感想を記入してご応募ください。

応募方法

〒520-0051　大津市梅林一丁目14番17号
滋賀県農業共済組合 企画グループ 行

応募先

ご連絡 · お問い合わせは下記電話番号へ
支 所 名

０１２０‒０３１‒３９３ ０７７‒５８２‒３００６
０７４０‒２２‒３９５１０１２０‒１３３‒９５１

南 部 支 所 大津市、草津市、守山市、栗東市、野洲市
高島市高島出張所

管 轄 地 域 電話番号フリーダイヤル

０１２０‒７３９‒０３１ ０７４８‒２０‒５２２５
０７４８‒６３‒１３３００１２０‒８６３‒０３１

東 部 支 所 近江八幡市、東近江市、日野町、竜王町
湖南市、甲賀市甲賀出張所

０１２０‒５０９‒０３１ ０７４９‒７３‒４３２１
０７４９‒２８‒２７１１０１２０‒１６３‒０３１
０７７‒５２４‒４６８８０１２０‒５１９‒０３１

北 部 支 所 長浜市、米原市
彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町湖東出張所

本 　 　 所

正解者の中から抽選で３０名の方に賞品をプレゼントします。当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

※ＮＯＳＡＩクイズへの応募によって得られた個人情報は、クイズの賞品の抽選と今後の
広報紙作成の参考意見および個別に応募者へ問い合わせする目的以外、利用することはありません。

NOSAI ノンちゃん2025 冬号 Vol.47
この広報紙「NOSAIしが」は地球環境に
やさしい印刷方法で作成しています。

編集発行／滋賀県農業共済組合
〒520-0051 大津市梅林一丁目14番17号

ホームページで
滋賀県病害虫防除所からの
防除情報を掲載しています

SNS型 投資詐欺が急増中‼
滋賀県警察からのお知らせ

「必ず儲かる」　投資は絶対にあり得ません。投資の広告や投資専用の
グループの誘いに乗らない。一人で判断せず、金融機関等に確認をしましょう。

専用のアプリ上では利益が出ているように表示されるため、
相手を信用して指示された口座に入金を繰り返すが、
出金しようとすると手数料等様々な名目で金銭を要求され、
最終的には連絡が途絶えます。

SNSに掲載された投資の広告をクリックすると
グループLINE に招待され、投資を勧められます。

ク イ ズN O S A I

前回の答え

応募締切り

2月3日㈪
令和7年

当日消印有効

①答え ○○○○
②〒・住所
③氏名
④年齢
⑤電話番号
⑥ご意見・ご感想

ウラ

〒520-0051
大
津
市
梅
林

　
　
　一
丁
目
14
番
17
号

滋
賀
県
農
業
共
済
組
合

企
画
グ
ル
ー
プ 

行

切
手

オモテ

お知らせ

総
代
選
挙
の
日
程
に
つ
い
て

　
現
総
代
の
任
期
満
了（
令
和
7
年
４
月
30
日
）に

伴
う
総
代
選
挙
を
行
う
予
定
で
す
。

【
総
代
定
数
】

【
公 

告 

日
】

【
選
挙
期
日
】

90
名（
任
期
３
年
）

令
和
7
年
３
月
３
日（
予
定
）

令
和
7
年
３
月
10
日（
予
定
）

鮮やかなターコイズグリーンの外観が目をひく
「I ma art + café〈アイマ アートカフェ〉」では、
〇〇肉のジビエ料理が味わえます。
〇に入る言葉は何でしょうか？

問
題

答えは 「食卓」 でした。
229名からご応募がありました。
ありがとうございました。
今回もご応募お待ちしております。

「ミモザキッチン ベジタブルカフェ＆レストラン」は、
「Farm to Table・農場から〇〇まで」をコンセプトに
オープン。自社生産の野菜や、近隣農家から仕入れた農
薬不使用の野菜や果物などを使った料理が楽しめます。
〇に入る言葉は何でしょうか？


